【総合工事業】


職種：建設生産管理　　職務：現場生産管理

【概要】
請負契約を遂行するために、協力会社を統括管理することによって、設計図書に基づき建築物を施工し、工事原価を管理し、労働災害を起こさずに、契約日までに竣工引渡しをする仕事。

【仕事の内容】

　　　　工事の原価、品質、工程、安全衛生、環境を含めた計画を立案し、運用管理し、計画と実績を比較し、問題点に対処し、再発防止のために改善する仕事である。

　　　　建設物の請負金額が小さい場合には、現場代理人として一人ですべてを施工管理し建設物を完成させる。請負金額が大きな場合には、プロジェクトチームを組んで役割分担を行い、協働して建設物を完成させる。現場責任者はミニ経営者と呼ばれることもあるが、現場運営に関係する顧客、近隣、協力業者、諸官庁等と対応をしながら、専門工事業者を統括管理し建設物を施工する幅広い仕事である。

【求められる知識・経験】

１）総合工事業「現場生産管理」の仕事を行うための学歴要件や必要最低経験年数はないが、建設物に対する総合的な知識が必要なので、建設関連の学科を修了していることが望ましい。

２）現場をマネジメントする能力が必要であり、施工管理のための品質、原価、工程、安全、環境の施工管理能力とともに、顧客、近隣、協力業者等との対人関係能力も重要である。

３）これからの総合工事業の現場生産管理では良い施工をするだけでなく、顧客から信頼され、再受注、紹介受注につながる顧客満足を向上する対応が期待されている。

【関連する資格・検定等】

国土交通省が要件とするあるいは推奨している資格

(建設業振興基金、全国建設研修センター、日本技術士会、建築技術教育普及センター)

・一級建築施工管理技士　　　　　　　　　　　・技術士

・一級土木施工管理技士　　　　　　　　　　　・一級建築士

・一級電気施工管理技士　　　　　　　　　　　・建築設備士

・一級管工事施工管理技士

・一級造園施工管理技士　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等

【労働省職業分類（小分類）との対応】

　　　０５建築・土木・測量技術者　　０５１建築技術者








